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「登校開始までに学校と相談しておくべき事項」

この資料は、日本小児内分泌学会糖代謝委員会が、小児・思春期1型糖尿病診療支援ツールとして作成しました。1型糖尿病の診療の際、お役に立てれば幸いです。
利用する際は、資料をダウンロードして、患者、学校、医療機関、地域等の現状に合わせて、利用者が、加筆・修正の上、利用者の責任でご利用ください。本資料をもとに作成された資料等に対しては、日本小児内分泌学会は免責とさせていただきます。


1型糖尿病患児が登校開始までに学校と相談しておくべき事項です。
この内容に関して、面談の際、ご相談いたします。

1型糖尿病の概要の理解
　インスリン注射と自己血糖測定が必要であること。
　制限のない学校生活で上記を行うことが、本人の自立に欠かせないこと

自己注射、自己血糖測定の場所、時間の確保
　時間：給食前、給食当番の時はどうするか？
　場所：保健室、教室、その他

低血糖の理解と対応
　低血糖時の補食と血糖測定
　補食の保管場所
　緊急時の救急隊、病院への連絡

クラスメイトへの病状の公開について
　誰に公開するか。しないか。例：クラスメイト、同学年、部活の仲間など
　どの程度公開するか。





